
様式第３号の２（第７条関係） 

 

審 議 経 過 
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１．開会 

 

２．挨拶 

   館長、委員長から挨拶 

 

３．議事 

 （１）平成３０年度 事業経過報告について 

 ●事務局から説明 

（委員）全国の中でも活発に活動されている埼玉県三郷市や境港市より講師を招かれて

いるが、どのように選定しているか。 

（事務局）講師の選定は、限られた人脈の中であるが、視察や講演会で知り合った方な

どにお願いしている。 

（委員）肥前さが幕末維新博覧会の延長線上のビジョンがあれば、委員の皆様からも聞

きたい。 

（委員）ミステリー作家トークショーではネームバリューのある方ばかり来られていた

ので、来年もと期待されている人も多いのでは。今後の計画は？ 

（事務局）トークショーについては、武雄市在住の作家とのつながりで行うことができ

た。来年は佐賀市で開催予定である。 

来年度は全国高等学校総合文化祭が佐賀県で開催される。伊万里市は文芸部門の会場

であることから、高校生と一緒にやれることがあったらよいと考えている。 

（委員）講師の方が近隣に来られた際に伊万里にも来ていただけるようにしてはどう

か。 

（事務局）単独だと高額になるが、近隣に来られた場合に折半するなどして講師を招く

ことができる。新年度からは西九州・佐世保広域で連携事業を行うことが決まってい

る。お金を分担して連携自治体で企画・研修を行うことができ、スキルアップのための

研修会と、本の配送サービスが予定されている。 

 

 （２）図書館システム更新業務について 

 ●事務局から説明 

（委員）調べものに役立つホームページが作られていると感じた。伊万里では国立国会

図書館によるデジタル化資料送信サービスを行っている。先日初めて利用したが、協議

会の際などに研修をしたらよいのではないか。また、東近江市立図書館のホームページ

は調べるためのページが充実しているので、伊万里も参考にしてみてはどうか。 

→資料を配布 

（事務局）資料を見ると確かに充実している。参考にしたい。 

（委員）国立国会図書館のウェブサイトを個人で閲覧する場合と、図書館を通じて閲覧

する場合とどのように違うのか。 
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（委員）個人で閲覧する場合と登録した図書館で見る場合では、閲覧できる件数が大き

く違う。 

（事務局）いろいろなサービスを行っているが、市民の方にどう伝えていくかというこ

とが図書館の課題である。 

 

（３）学校図書館の電算化などについて 

●事務局から説明 

（委員）学校図書館の電算化は待ち望んでいたこと。貸出・返却がスムーズにでき、多

読賞などの集計業務も楽になった。欲を言えば、パソコンが２台あるとさらに助かる。 

（委員）今後、学校間ネットワークの検討をしてほしい。 

（事務局）学校間ネットワークと同時に本の配送についても視野に入れ、並行して進め

ていきたいと考えている。 

 

（４）今後の取り組みについて 

①統計資料について 

●事務局から説明 

（委員）前回の協議会での意見を生かして資料を作っていただきありがたい。他館は資

料費が削減されているところが多い中、伊万里は資料費を確保し続けている。また、地

区別登録率は、福岡市や糸島市などでは１０％を切る地区もあるが、伊万里はぶっくん

の活躍があることが分かる。 

 

②４～５月の連休について 

●事務局から説明 [１０連休のうち、６日間開館する計画である。] 

 

（５）意見交換 

（委員）紙芝居が探しづらいように感じる。参加型がわかるようにしてあるとよい。ま

た、人気がある本などは、傷みが激しいようだが、いつの時点で買い替えるのか。 

（事務局）紙芝居については書架の担当に相談したい。また、傷みが激しい本があった

場合は、その都度職員に知らせてほしい。 

（委員）館内に多くの企画展示がされているが、ホームページで紹介することはできな

いか。 

（事務局）図書館通信でお知らせしようとした時もあったが、通信が発行される頃には

展示内容が変わっているためできなかった。 

（委員）職員の負担にあまりならないようなホームページへの掲載方法を検討してほし

い。 

（委員）図書館の読書会に参加したが、コミュニケーションを取ることができたのは良

かった。色々な方の興味を引くような読書会を開催してもらいたい。 

（事務局）単独の読書という行為から、人とコミュニケーションを図りながら読書を楽

しむという読書会へと広げている。うちどくも元々そのような主旨である。これからも

色々な企画をして、図書館に集まってもらうのが大事だと考えている。 
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（６）その他 

  ①委員の任期について 

 ●事務局から説明 [委員の任期は２年間。もうすぐ１年目が終了し、来年

の３月で満了となる。] 

 

  その他、特に意見・質問はなし 

 

４．閉会 

 

 


